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   We have experienced 5 cases of septic shock induced by extracorporeal shock wave lithotripsy 
(ESWL) and percutaneous nephrostomy. We suspected 5 causes of septic shock; severe hydrone-
phrosis, nephrostomy tube itself, an increase of intrarenal pressure, bacteria in urinary stone, and 
hepatic failure. Based on the above suspected causes of septic shock, we suggested 3 prophylactic 
treatments for septic shock; a preventive administration of antibiotics before ESWL and per-
cutaneous nephrostomy, proper management of nephrostomy tube, and early diagnosis and treat-
ment for septic shock. 
                                               (Acta Urol. Jpn.  39; 1119-1124, 1993) 






PNSと 略す)が 誘引とな り発生したと思われる細菌
性ショノクを最近の1年間半において5例経験 した.
それらの症例における細菌性 シ。ックの原因と症例数
は,PNSか ら造影剤を注入 しながらESWLを 施行
中に発生した症例が3例,PNSを 留置した直後に発
生した症例が1例,PNSを クランプした直後に発生























BloodStoneShodkに 至 る 過 程
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3℃の発熱がみられ,血 圧および意識 レベルも低下 し




併 発 した が,強 心 剤 等 の使 用 も行 い第6病 日に は シ ョ
ッ ク状 態 よ り離脱 で きた 。
症 例4
患 者=A.Y.,78歳,男性
主 訴:悪 寒,発 熱
家 族 歴=特 記 す べ き こ とな し
既 往 歴:1976年,某院 で膀 胱腫 瘍 に て膀 胱 全 摘 術,
尿 管S状 結 腸 吻 合 術,人 工 肛 門造 設 術 を 施 行.1986
年,脳 内 出血 に て現 在 左 半 身 麻 痺.
現 病 歴=1992年9月悪 寒 発 熱が 出 現 し他 院 に 精 査
加 療 目的 で入 院 とな る.入 院 後,抗 生 物 質 の投 与 を 続
け られ た が解 熱せ ず,ま たDIPに て 左腎,尿 管 結 石
を認 め た た め,同 年10月ESWL目 的 にて 当院 を 紹 介
され た,
現 症:身 長145cm,体 重43kg,血 圧122178
mmHg・
お もな 検査 所 見 一 般 検 血WBClO.8×IO31mm3,
RBC2.86×106/mm3,Hb9.Og/dl,Ht27.9%,Plt
31×104/mm3,生化 学 検査 ではGoT1421u11,GPT
l801u/l,と異 常 高 値 を 示 し,Alb2.4g/dl,と低値 を
示 した 以外 止 血 機 能 も異 常 は認 め られ なか った 。 尿 沈
渣WBC2～3!hpf,RBC2～3!hpf,比重LOI5,pH
8.5,蛋白(一),尿 培 養Proteusmirabilislo2/mL
入院 時 のKUBで は 左 尿 管1.4の 高 さに23×9
mm,下 腎 杯 に 多 数 の 小 結 石 を認 め,DIPで は 左 腎孟
は 造影 され ず,超 音 波 に て高 度水 腎 症 を呈 した.た だ
ち に 左PNSを 留 置 した とこ ろ膿 腎 症 で あ り,直 後 よ
り39.9℃ の 発 熱 と痙 攣 が み られ た.血 圧 も80mm・
Hgま で下 降 し呼 吸 困 難 を訴 えた た め,細 菌 性 シ ョッ
クと判 断 し大量 輸 液,酸 素投 与,ド ーパ ミン等 を投 与
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既 往歴ll972年以降 再 発 尿路 結 石 に て,右 尿 管 切石
術 を2回,左 尿 管 切 石術 を3回,左 尿 管結 石 に 対 し
ESWLを2回 施 行 され た.1985年4月 高 血 圧,慢 性
肝 炎.同 年IO月脳 梗 塞(後 遺 症 な し)
現 病 歴:1991年10月他 院 受 診 し,両 側水 腎 症 お よび
両 側 尿 管結 石 の診 断 に て左PNSを 留置 され た,以 後
自然排 石 を 期 待 して,点 滴 等 の加 療 を 受け た が 自排 石
が み られ な いた め,同 年11月ESWL目 的 に て 当 院 を
紹 介 され た.
現 症:身 長163.5cm,体重70kg,血 圧144/90
mmHg
お もな検 査 所 見=一 般 検 血 は異 常 を 認 め なか った.
生 化 学 検査 で はGOT871U/1,GPT711u/1,と肝




左PNS留 置 前 のKUBで は,左 骨 盤 部 尿管 に は
10×6mm大 の結石 を1つ,8×5mm大 の 結石 を2















































































































ショックを引きおこした が,こ れはPNS造 設時 の
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